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吹田市民病院  
だより

新 任 医 師 の 紹 介

平素より市立吹田市民病院だよりをご愛読いただきありがとうございます。ご意見がございましたら市立吹田市民病院までご連絡ください。

氏　　名　江 頭 　  誠
 リハビリテーション科（部長）
コメント　
　新たに開設される回復期リハ
ビリテーション病棟に勤務させ
ていただきます。
　患者さまができるだけ早く元
の生活に戻れるよう少しでも力
になりたいと思っています

氏　　名　田 中  智 章
 腎臓泌尿器科（部長）
コメント　
　平成30年10月より赴任しま
した。泌尿器外来治療を中心と
して地域医療に貢献できるよう
に邁進します。

患者さまが入院生活（医療を
含む）イメージを入院前から持つ
ことにより、適切な入院準備の
支援をします。また、入院前の状
況をお聞きしますので、入院生活
に対してわからないことをご相
談ください。

新病院の移転にあわせて12月4日（火曜日）より
当院のホームページをリニューアルしました。
URL  https://www.suitamhp.osaka.jp/

スマートフォン・
タブレットにも対
応しています。市
民病院の情報を
随時発信していき
ます。

当院にてCOPDイベントを開催します。COPD
（慢性閉そく性疾患）は、喫煙などが原因で起き
る疾患です。
肺年齢の測定や、リハビリテーション、禁煙相談

などを行いま
す。どなた様
でもご参加い
ただけます。
ぜひ、ご参加
ください。

病院のホームページがリニューアルしました

自分の肺年齢をチェックしましょう!!
-COPDイベントを開催-

■ 入退院支援 ■

氏　　名　福 島  幸 男
 救急科（部長）
コメント　
　平成30年10月より赴任しま
した。
よろしくおねがいいたします。

患者さまに安心していただくために

患者支援センター開設 2階総合受付の隣（線路側）

新しい市立吹田市民病院では、患者さまがより安心して医療を受けられること、
快適な生活が送れることを支援するため「患者支援センター」を開設しました。
新しい市立吹田市民病院では、患者さまがより安心して医療を受けられること、
快適な生活が送れることを支援するため「患者支援センター」を開設しました。

安心で安全な医療の提供

【こんな時に活用】

■ 医療福祉相談 ■
気軽に立ち寄れる相談窓口

■ 地域医療連携 ■
地域の医療機関とのかけはし

(裏面に続く)

頼りになる　　3部門

入院の前に不安なことを相談
入院の費用について

患者さまが安心して生活でき
るように、社会福祉士や看護師
が支援します。病気・がんに関す
ること、生活・介護、施設入所に
関すること、ご不安なことなど、
どのような相談もお受けします。

【こんな時に活用】
病気や生活、介護について
医療制度や支援制度について

かかりつけ医の医療機関と連
携して、よりスムーズに受診をし
ていただくサポートを行います。
また、お近くのかかりつけ医をお
探しするご相談やセカンドオピ
ニオンのご相談もお受けします。

【こんな時に活用】
かかりつけ医を見つけたい時
セカンドオピニオンについて

日時：平成31年2月9日（土）
　　  午前10時～午後4時
場所：市立吹田市民病院 講堂
　　  吹田市健康ポイント対象イベント

新病院の開院式・内覧会を開催しました
11月17日（土）に新病院開院式、翌11月18
日（日）に内覧会を執り行いました。開院式で
は医療関係者、地域の関係者など、多くの方に
お越しいただき、新病院の完成を祝い、1階エ
ントランスでテープカットを行いました。
また内覧会ではおよそ４,000名を超える方
が新病院の見学に来院されました。多くの
方々に来院いただいたことからも、市立吹田
市民病院に期待を寄せられていることを肌で
感じ、職員一同、改めて12月1日の開院に向け
て気を引き締める一日になりました。

開院式の様子開院式の様子

内覧会の様子内覧会の様子

テープカットの様子テープカットの様子



平成31年（2019年） 基本理念 「市民とともに心ある医療を」 冬号

切れ目のない医療サービスを提供するため、入院前の患者さまに事前にお話しを聞き、入院病棟
へお伝えます。また、患者さまが入院に際し、慣れない環境変化による事故（転倒など）が起きない
ように入院病棟と情報共有をします。

入院前から退院後の生活を含めた患者さまの不安の相談に応じ、必要なサービ
スを提示して退院後も安心して生活できるようサポートする「患者支援センター」を
開設しました。
当センターは看護師、社会福祉士（MSW)、事務職員、薬剤師、栄養士などのス
タッフが協力して、入院から在宅への移行がスムーズになるよう患者さまを支えま
す。
患者さまがいつでも安心して医療を受けられるようセンター内で職員が、密接に
連絡を取り合って支援を充実させてまいります。患者支援センターは2階総合受付
奥にあり、JRの鉄道を一望できる場所にあります。お気軽にお越しください。

■ 入退院支援 ■
Q.「入退院支援」とはどのようなことをするのですか?

Q.どのような職員が対応するのですか?

■ 医療福祉相談 ■

■ 地域医療連携 ■

■ がん相談支援センター ■

患者支援センター長からのご挨拶 患者支援センターQ&A

患者支援センターの紹介

患者支援センター長
副院長（外科） 戎井　力

医療制度やがんにつ
いての冊子や書籍な
どさまざまな資料を
閲覧できます。
またインターネット
を利用して、専門の
職員が医療機関等
を探す支援をしま
す。

プライバシーが保た
れた個室面談室で
は、外来・入院中の
患者さま・ご家族さ
まのご相談をお伺い
したり、入院前の患
者さまとのご面談を
行います。また、管
理栄養士による栄
養指導（予約の方）
を行います。

かかりつけ医相談や、
お薬に関する面談は
こちらで行います。

患者支援センターは
総合受付の隣（線路側）に
あります。
お気軽にお立ち寄り
ください。

A.

無料になります。ご予約なしでも相談をお受
けしますが、込み合っている時などは、お待ち
いただくか、後日改めて来院していただくこと
もあります。

当院へ通院していない方でも
ご相談ができます。

病気に対して、これからのことが不安、介護
をするのに自信がないなど、ご心配なことが
あればお気軽に尋ねてください。
その他たとえばこんなときです…
〇在宅医療について
〇入院・退院後のことについて
〇転院や施設入所に関すること
〇医療や福祉、介護制度の仕組みや申請に
関すること
〇医療費、生活費に関すること
〇医療安全に関すること
〇その他、お困りごとなど

Q.相談は予約が必要ですか？
　医療相談の費用はかかりますか？
A.

Q.他院通院中でも相談できますか？
A.

A.

Q.どのようなことを相談できますか？
A.

患者さまのかかりつけ医から当院の診察や検査の予約をお取りしています。待ち時間が少なくなり
ますので、当院を新たに受診される場合はかかりつけ医にご相談ください。また、かかりつけ医を
お持ちでない患者さまへは、かかりつけ医相談も行っておりますのでお気軽にご相談ください。

がん相談支援センターとは、がん疾患に関する疑問や悩みごとに関
して、がん相談支援センターの担当者や看護師・ソーシャルワーカー

が一緒に考え、支援をいたします。患者支援センター内に併設しています。
　入院・外来の患者様やご家族を問わず、どなたでも相談できる窓口として、ご利用ください。

他の医療機関へのセカンドオピニオンをご希望の場合は、直接主治医へご相談ください。当院で
は、セカンドオピニオンを推奨しておりますのでお気軽にお尋ねください。セカンドオピニオンは完
全予約制の医療機関がほとんどですので、予約の調整は地域医療連携部門がさせていただきま
す。（患者さま本人から予約する必要がある医療機関もございます）
当院へのセカンドオピニオンをご希望の場合は、現在かかっておられる医療機関からのお申込みが
必要となります。

Q.診察・検査の予約が取れますか？
A.

Q.セカンドオピニオンはどのようにするのですか？
A.

市立吹田市民病院　がん相談支援センター
06-6387-3311（代表）
平日　月曜日～金曜日　10時～15時
完全予約制で面談をいたします。電話でのご相談はお受けできません。
無料（医師への相談はセカンドオピニオンとなり有料です）

連 絡 先
電 　 話
予約受付時間
相 談 方 法
費 用

看護師、医療事務職、薬剤師など専門の職員がお話をきいて、しっかりとサポートをします。


